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 野上農林水産大臣 閣僚演説  

 

○ 皆様こんにちは。 

国連食料システムサミット、プレサミットの場において、日本政府

の代表としてお話できますことを大変光栄に感じております。昨今
の新型コロナウイルスを取り巻く困難な状況の中、本会合の開催

に向けて準備されてきた、カリバタ国連事務総長特使、事務局の皆

様、また開催地イタリア政府の皆様、FAO の皆様のご尽力に心か
ら敬意を表します。 

 

〇 食料システムの変革の必要性は、今や誰しも認識するところで
す。気候変動や異常気象、自然災害は我々が直面する課題のほ

んの一例であります。また、新型コロナウイルスのまん延は、食料

サプライチェーンの強靭化が喫緊の課題であることを浮き彫りにし
ました。 

 

〇 このように課題が多岐にわたる中、我が国は、この食料システム
サミットのテーマ、すなわち生産、調達、加工、流通、消費の全てを

「システム」として捉えること、この考え方に強く賛同いたします。 

  
〇 私は、食料システムの変革に当たっては、生産者、事業者、消

費者それぞれの理解と協働が重要であると考えています。この

ため、変革への方策を作るに際しては、関係者との対話を何度
も重ねてまいりました。 

  

〇 我が国では、これまで、国連に報告されている対話の中で最も
多い、63 の国内対話を実施いたしました。その結果、67 の関連企

業や団体、自治体から、食料システムの持続可能性向上に向けた

具体的なコミットメントを提出いただきました。この取り組みは今後
も継続いたします。 

 

〇 この対話の中で私は、17 才の高校生から届いたメッセージに特
に強く心を打たれました。彼ら若者も、食料システムの持続可能性



に無関心ではいられない、その思いから、できることから取り組もう

と、食品ロスの削減手法の開発を始めたとのことです。私はこのメ

ッセージを、世界中の皆さんと共有すべく、国連のウェブサイトにも
掲載するよう依頼しています。こうした意欲ある次世代に対し、持

続可能な食料システムを引き継いでいくことは我々の責務でありま

す。 
 

〇 こうした対話も踏まえて、私の指示のもと、我が国では、本年５月

に「みどりの食料システム戦略」を策定しました。本戦略は、イノベ
ーションにより食料システムの諸課題を解決し、食料・農林水産分

野の生産力向上と持続性の両立をめざすものです。 

 
〇 この戦略には、2050 年までの農林水産業の CO2ゼロエミッション

化や有機農業の拡大、持続可能な調達や化学肥料、農薬の低減

や食品ロス半減に関する目標が含まれています。 
  

〇 ここで私から、今後の食料システム変革において日本が重視す

る点を３つ強調いたします。１つ目はイノベーションの重要性です。
現状を打破し、未来への変革をもたらす鍵はイノベーションにある

と考えます。 

 
〇 この点については、EU とも認識を共有し、EU の農業・農村開発

担当委員と、本件について議論をし、昨日このローマの地で、我々

の考えを世界に示す共同文書に合意いたしました。 
 

〇 次に、バランスの取れた食生活及び食文化の重要性です。この

点は、我が国はフランスなどの国と認識を共有しています。 
   

〇 この分野においても、今回のサミットを契機に各国との連携、協

力をより一層推進していきたいと考えております。 
 

〇 ３つ目は、食料システムの変革には、万能の解決策はないこと

です。日本の属するアジアモンスーン地域の気候は、高温多湿で
あります。また、アジア地域の農業から排出される温室効果ガスは、

世界の農業からの排出の４割以上を占めています。これらの課題



には、アジア地域に適した解決策が必要です。 

  

〇 各地域、各国がその置かれた自然やその他の条件のもとで、最
適解を見つけることが何より重要です。この点について、先日、東

南アジア各国の農業大臣と議論し、文書にまとめました。改めてこ

こに、食料システムの変革に向けては”No One-Size-Fits-All”であ
ること、イノベーションの強化が重要であることを、議論に参加され

たアジア各国を代表して強く表明いたします。  

 

〇 これまで我々が重ねてきた議論には、フォローアップも必要であ

ると考えます。日本は、本年 12 月７日、８日に開催予定の東京栄

養サミットを、９月に開催される国連食料システムサミットでの成果
を引き継ぎ、2021 年を締めくくる重要な行事として、準備を進めて

おります。持続可能な食料システムへの変革を通じて世界の栄養

改善に向けた国際的な取組の推進に貢献していきたいと考えてお
ります。 

 

○ みなさま、 

もちろん、今私が述べた点は、課題解決のためのほんの一例
です。イノベーションへの民間投資の促進や、水産物の持続的生

産体制の構築、自由で公正な貿易ルールに基づいた食料サプラ

イチェーンの確立等、重要な点は枚挙にいとまがありません。 
 

○ 我が国は、これまで重ねてきた対話や、各国との協調、こうした

経験に基づいて、引き続きこうした世界の諸課題に対処し、2030 ア
ジェンダの達成と、持続可能な食料システムの未来に力強く貢献し

てまいります。アプローチは違えど、我々の目的は同じです。御清

聴ありがとうございました。 

 

以上 


